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スコ ー チ防止剤スコノック7について(9)

先に見スコノック 7の通常硫黄加硫における加硫戻り

防止効果を紹介した． 今回は， スコノック7のセミEV加

硫での加硫戻りについて紹介する． スコノック 7はゴムと

反応すると考えられている 2) ため， 表1で示したようなA

練りとB練りでおのおの添加した．

表 2に加硫試験とム ー ニ ースコ ー チの結果を示した． ス

コノック7を添加するとスコ ー チは遅れるが，通常硫黄加

硫と比較するとスコ ー チ防止効果が小さい． さらにA練

り添加は，B練り添加よりスコ ー チ防止効果が小さいこと

から，A練り中にスコノック7が何らかの反応で消費され

ていると考えられる． 図1, 2に加硫曲線を示した． 加硫

戻りが小さいセミEV加硫を用いていることから，通常硫

黄加硫と比較してスコノック 7の加硫戻り防止効果は小さ

いと考えられる．

実験

1. 配合

NR 100, 酸化亜鉛5, ステアリン酸1, N330 50, ナフテ

ン系オイル10, 硫黄1.0, CZ 1.5, TOT - N 1.0, スコノ

ック7 変贔

2. 試験項目

(1)加硫試験；150℃， レオメ ー タ ー MDR2000

( 2)ム ー ニ ースコ ー チ試験； ML 125℃ 
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ここに記載した内容は， 細心の注意を払って行った試験

に基づくものでありますが，結果をすべて確実に保証する

ものではありません．

表1 混練り条件

A 錬り
250ccバンバリ ー 型ミキサ ー

，

練り開始温度； 100℃, 
練り時間；3分

B練り

8 インチロ ー ル
練り開始温度； 40℃ 

表2 加硫試験とム ー ニ ー スコ ー チ試験

スコノック7A練り添加

加硫試験

スコノック7 [phr]
Ml! [dN·ml 
狐[dN·ml

tc (10) [min] 
tc (90) [min] 

ML 125℃ 
Vm 

16.l
1.9
4.1
7.4
35 

t5 [min] 26.0 
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図1 150℃ X 360分測定の加硫曲線(A錬り添加）
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スコノック?B練り添加
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図2 150℃ X 360分測定の加硫曲線(B練り添加）
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